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午前９時59分開会

会議に付した案件

○概要説明

教育委員会、県土整備部

１．本県スポーツ推進の体系について

２．平成31年度全国高等学校総合体育大会南

部九州大会の開催について

３．２巡目国体に向けて

商工観光労働部

１．日本代表クラスのスポーツ合宿・大規模

スポーツ大会について

２．記紀編さん記念事業の取組状況について

○協議事項

１．委員会の調査事項について

２．調査活動方針・計画について

３．県内調査について

４．次回委員会について

５．その他

出席委員（11人）

委 員 長 丸 山 裕次郎

副 委 員 長 日 高 博 之

委 員 外 山 衛

委 員 松 村 悟 郎

委 員 後 藤 哲 朗

委 員 右 松 隆 央

委 員 野 﨑 幸 士

委 員 井 上 紀代子

委 員 前屋敷 恵 美

委 員 有 岡 浩 一

委 員 徳 重 忠 夫

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

教育委員会

教 育 長 四 本 孝

教 育 次 長
片 寄 元 道

（ 総 括 ）

教 育 次 長
川 越 良 一

（教育政策担当）

総 務 課 長 亀 澤 保 彦

スポーツ振興課長 古 木 克 浩

県土整備部

都 市 計 画 課 長 巢 山 藤 明

商工観光労働部

商工観光労働部長 中 田 哲 朗

商工観光労働部次長 菓子野 信 男

観光経済交流局長 武 田 宗 仁

部 参 事 兼
黒 木 義 博

商 工 政 策 課 長

観 光 推 進 課 長 福 嶋 清 美

記紀編さん記念事業推進室長 米 良 勝 也

事務局職員出席者

政策調査課主任主事 押 川 幸 司

議 事 課 主 査 沼 口 恭一郎

○丸山委員長 おはようございます。それでは、

ただいまからスポーツ・観光対策特別委員会を

開会いたします。

まず、委員席の決定についてでありますが、

ただいま御着席のとおり決定してよろしいで

しょうか。

平成28年５月18日（水曜日）
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 それでは、そのように決定いた

します。

次に、本日の委員会の日程についてでありま

すが、お手元に配付の日程（案）をごらんくだ

さい。

本日は、委員会設置後の初の委員会でありま

すので、まず、教育委員会、県土整備部から、

当委員会の設置目的に関する事項として、本県

スポーツ推進体系について、平成31年度全国高

等学校総合体育大会南部九州大会の開催につい

て、そして、２巡目国体について概要説明をい

ただきます。

次に、入れかわりまして、商工観光労働部か

ら、日本代表クラスのスポーツ合宿・大規模ス

ポーツ大会について、そして、記紀編さん記念

事業の取り組み状況について概要説明をいただ

きます。

その後、調査事項及び調査活動計画などにつ

いて協議いたしたいと思います。

なお、教育委員会及び県土整備部の概要説明

・質疑応答が予定より早く終わった場合には、11

時から予定しております商工観光労働部の概要

説明の前に、委員協議をしたいと思っておりま

す。よろしくお願いします。

そのように進めてよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 それでは、そのように決定いた

します。

それでは、執行部入室のため暫時休憩いたし

ます。

午前10時１分休憩

午前10時２分再開

○丸山委員長 委員会を再開いたします。

本日は、教育委員会と県土整備部においでい

ただきました。

初めに、私のほうから、一言御挨拶を申し上

げます。

私は、この特別委員会の委員長に選任されま

した小林市・西諸県郡選出の丸山裕次郎でござ

います。私ども11名が、さきの県議会におきま

して委員に選任され、１年間、調査活動を行っ

てまいりたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。

平成26年度にも、スポーツ振興に関する特別

委員会が設置されましたが、その当時は、まだ

国体の内定とかもありませんでしたので、それ

にもうちょっと突っ込んだ形の、国体を含め、

また高校総体も平成31年度にあると聞いており

ますので、そういうことを含めて調査研究をしっ

かりとやっていきたいという趣旨で、この特別

委員会は設置されました。平成26年度の特別委

員会も踏まえながら、もう少し突っ込んだ形と

して、国体なり高校総体の取り組み強化に向け

て調査研究を主にやっていきたいと考えており

ますので、よろしくお願いしたいと思っており

ます。

それでは次に、委員の紹介をいたします。

最初に、私の隣が、日向市選出の日高博之副

委員長でございます。

続きまして、皆様から見まして左側でありま

すけれども、日南市選出の外山衛委員でござい

ます。

児湯郡選出の松村悟郎委員でございます。

延岡市選出の後藤哲朗委員でございます。

宮崎市選出の右松隆央委員でございます。

同じく宮崎市選出の野﨑幸士委員でございま

す。

続きまして、皆様から見て右側でございます
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が、宮崎市選出の井上紀代子委員でございます。

同じく宮崎市選出の前屋敷恵美委員でござい

ます。

同じく宮崎市選出の有岡浩一委員でございま

す。

都城市選出の徳重忠夫委員でございます。

以上で委員の紹介を終わります。

執行部の皆さんにつきましては、出席者名簿

をいただいておりますので、省略していただい

て結構でございます。

それでは、概要説明をお願いいたします。

○四本教育長 おはようございます。教育長の

四本でございます。このたび、スポーツ・観光

対策特別委員会が設置され、委員の皆様方に本

県のスポーツや観光の振興について御審議をい

ただくことは、大変ありがたく心強く感じてい

るところでありまして、丸山委員長を初め、委

員の皆様の御指導、御支援をよろしくお願い申

し上げます。

本日は教育委員会と県土整備部、合同で出席

をさせていただいております。よろしくお願い

いたします。

この後、教育委員会から、まず、スポーツに

よる人が輝く元気な宮崎づくりを目指した本県

スポーツ推進の体系について御説明をいたしま

す。

次に、今、丸山委員長の御挨拶にもありまし

たけれども、平成31年度に開催が予定をされて

おります全国高等学校総合体育大会南部九州大

会につきまして、大会の概要や今後のスケジュ

ールなどを説明いたします。

最後に、平成38年度に開催が予定されており

ます２巡目国体につきまして、競技力向上の取

り組みや現段階での準備スケジュールなどを説

明いたします。

引き続き、資料をもとに担当課長に説明させ

ますので、よろしくお願いいたします。

私からは以上でございます。

○古木スポーツ振興課長 スポーツ振興課でご

ざいます。よろしくお願いいたします。

それでは、早速説明をさせていただきます。

資料のほうですが、スポーツ・観光対策特別委

員会資料の１ページをごらんください。

まず、Ⅰの本県スポーツ推進の体系について

であります。

本県では、第２次宮崎県教育振興基本計画に

おいて、スポーツ振興の全体構想として、本県

のスポーツ推進の体系図を示しておりますが、

体系図の一番下のスポーツ基本法の制定やスポ

ーツを取り巻く社会の変化、その上の、本県ス

ポーツの現状と課題などに対応するため、県民

意識の高揚や健康・食育、人材などのスポーツ

を支える環境の充実を土台として、５本の柱を

もとに取り組みを推進しているところでありま

す。

１つ目の柱として、一番左の、学校と地域に

おける子どものスポーツ機会の充実は、学校体

育の充実により運動に親しむ資質や能力を育む

とともに、部活動や地域におけるスポーツ機会

を充実することで、子供の体力の一層の向上を

図ります。

２つ目の柱、県民総参加型のスポーツの推進

は、1130県民運動の推進や県民総参加型のスポ

ーツ大会の工夫、改善に努め、誰もが生涯にわ

たってスポーツに親しむことのできる環境づく

りを推進します。

３つ目の柱、全国や世界で活躍できる選手の

育成と強化は、全国大会やオリンピック・パラ

リンピックなどで活躍できるトップアスリート

の育成と強化を推進するとともに、２巡目国体



- 4 -

平成28年５月18日（水曜日）

等を見据えながら、スポーツ施設の整備促進を

図ります。

４つ目の柱、障がい者スポーツの推進は、よ

り多くの障がい者がスポーツに親しむことがで

きる環境づくりを推進します。

５つ目の柱、高齢者スポーツの推進は、スポ

ーツを通じた高齢者の生きがい・健康づくりや

社会参加を促進します。

これらの５つの柱に取り組むことにより、ス

ポーツによる人が輝く元気な宮崎づくりを推進

しているところでございます。

続きまして、２ページをお願いいたします。

平成31年度全国高等学校総合体育大会南部九

州大会の開催についてでございます。

まず、１の経緯でございますが、全国高等学

校体育連盟による全国高等学校総合体育大会開

催基準では、輪番での大会開催を原則としてお

り、平成31年度の全国高等学校総合体育大会は、

本県を含む南部九州４県で開催することとなっ

ております。

なお、総合開会式は、都道府県単独で開催し

ておりました１巡目の開催順で行われることに

なり、今回は鹿児島県で開催されることとなっ

ております。

全国高等学校総合体育大会、通称インターハ

イは、全国から延べ6,000校を超える高等学校の

選手・監督・コーチ等が参加し、30競技34種目

の競技種目において競技を繰り広げる、高校生

最高最大のスポーツの祭典であります。かつて

は、１都道府県で単独開催をしておりましたが、

平成22年度の沖縄県開催をもって都道府県単独

開催は終了し、平成23年度の北東北大会から、

全国を９つのブロックに分けて開催をしており

ます。

次に、２の期日及び会場地でありますが、平

成31年７月下旬から８月までの20日間程度を予

定しており、会場地は南部九州４県の各市町村

となります。

３の本県で開催する競技でありますが、南部

九州４県の高等学校体育連盟の各競技専門部で

協議の上、九州高等学校体育連盟理事会におい

て開催競技が決定しております。本県で開催す

る競技は、表に示しておりますとおり、バレー

ボール、ソフトテニス、ソフトボール、弓道、

テニス、登山、ボクシング、ホッケー、少林寺

拳法の９つの競技であります。

４の競技施設につきましては、九州高等学校

体育連盟競技種目調整委員会における申し合わ

せ事項によりまして、既存施設を使用するとい

うこととなっております。

５の本県開催競技における参加者数は、選手

・監督・コーチ等約１万人の参加を見込んでお

ります。

６の本県における主なスケジュールでありま

すが、①にございますように、４月25日に市町

村教育委員会委員・教育長会議、また４月27日

には宮崎県・市町村連携推進会議において本大

会について説明をさせていただきまして、翌28

日に市町村に競技開催意向調査を実施したとこ

ろでございます。

この意向調査を集約しまして、②にあります

ように、今後、市町村や競技団体等と協議の上、

競技開催地を決定する予定としております。

次年度以降は、③でありますが、平成29年４

月以降に県準備委員会を、④にありますように、

平成30年４月以降に県実行委員会を設置しまし

て、⑤の平成31年７月下旬の開催に向けて準備

を進めていく予定であります。

３ページには、参考といたしまして、大会開

催の輪番等を示す全国高等学校総合体育大会の
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開催基準（抜粋）を記載しております。一番下

の表の全国高校総体開催地一覧にございますよ

うに、平成31年度は西地域の九州ブロックで南

部九州の輪番ということになっております。

続きまして、４ページをごらんください。

Ⅲの２巡目国体に向けてにつきまして御説明

いたします。

１の競技力向上についてでありますが、まず、

（１）競技力の現状として、競技力の指標とな

ります九州各県の国体の天皇杯順位を示してい

ます。本県は平成26年に19位と躍進いたしまし

たが、昨年の和歌山国体では42位という厳しい

結果となり、まだ競技力が安定した状況にはな

いというようなことから、現在、（２）の競技力

向上の取組でありますが、選手の育成強化、指

導者の養成・確保、環境条件整備の３つの柱に

取り組んでいるところでございます。

選手の育成強化では、中学生・高校生への支

援として、高い競技力を有する学校を強化推進

校等に指定し、県外遠征や強化合宿等の活動支

援や、遠征・大会に出場するママさんアスリー

ト等への活動支援、指導者の養成・確保では、

指導者の研修会や人材確保の推進、環境条件整

備では、マルチサポート支援として、メディカ

ル・栄養・メンタル面などの支援や、有望選手

の受け入れ体制整備などを実施しているところ

でございます。

次に、５ページをごらんください。

（３）の宮崎ワールドアスリート発掘・育成

プロジェクトについてであります。

この事業は、県内の体力・運動能力にすぐれ

た才能豊かな子供たちを募集・発掘をし、２巡

目国体やオリンピックで活躍する選手の育成と

ともに、将来、本県や日本のリーダーとなる人

材の育成を図ることを目的に実施するものであ

り、今回５月14日に認定式を行いまして、51名

の児童生徒をワールドアスリート１期生として

認定したところでございます。

プロジェクトの詳しい内容につきましては、

上の図にお示しのとおり、国内外から専門講師

を招聘し、コーディネーショントレーニングな

どの能力開発プログラム、さまざまな競技を体

験し、自分の可能性を探る競技種目体験プログ

ラム、保護者向けの栄養学や心理学などのファ

ミリープログラムを通して、中学校３年生まで

に自分の適性に合った種目を専門化し、県競技

力強化推進校、育成校や各競技団体等において

強化を図ることとしております。

また、２期生の募集・発掘につきましては、

本年10月に小学校４年生と６年生を対象とした

オーディションを、県央・県南・県北の３会場

で実施し、40名程度を選考する予定としていま

す。

今後の育成・強化につきましては、小中学校

や高等学校、各競技団体等と十分に連携を図り

ながら、息長く取り組みを進めていきたいと考

えております。

続きまして、６ページをごらんください。

２の国体準備スケジュール等について御説明

いたします。

まず、（１）国体等の趣旨でありますが、国民

体育大会は、国民の健康増進や体力の向上、地

方スポーツの振興等を図ることを目的としたス

ポーツの祭典であり、この国体終了後には、障

がい者の社会参加の推進や障がい者への国民の

理解を深めることを目的としました、全国障害

者スポーツ大会が同じ開催地で行われます。

（２）のこれまでの経緯についてであります

が、昨年４月に文部科学省や日本体育協会等に

対して開催要望書を提出し、同年７月には開催
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申請書提出県として手続を進めることが了解さ

れ、これをもちまして、国体開催内々定となっ

たところでございます。

資料の７ページでございます。

（３）国体までのスケジュール（案）をごら

んください。

近年の開催県の準備スケジュールをもとに、

２巡目国体開催までに予想されます大まかなス

ケジュールを記載しております。

表の上の段から、それぞれ年度、西暦、開催

まで、国体開催地、主な大会を記載しておりま

す。

次の段の表の中ほどの開催手続、組織、施設

整備について御説明いたします。

今年度は、国体準備スタートアップ事業とし

まして、県準備委員会の設置準備や、施設整備

につきましてコンサルタントによる調査研究を

行います。

平成29年度に競技種目が決定いたしますので、

県において、市町村や競技団体などから成る県

準備委員会を設置し、国体の開催に向けた必要

な準備等を進めていく予定にしております。

平成32年度には、中央競技団体による正規視

察が実施された後、平成33年度に開催内定を、

また平成35年度に国と日本体育協会による総合

視察を受けまして開催決定となり、準備委員会

を実行委員会に移行することとしております。

１年前の平成37年度にはリハーサル大会を行

いまして、平成38年度に国体を開催することに

なります。

表の下に、県準備委員会の組織構成（案）と

組織イメージ図を記載しております。

県の準備委員会は、県、県議会、市町村、競

技団体、経済団体、学校関係などの関係機関で

構成し、基本方針や事業計画などを決定する総

会、各種計画の策定、会場地選定などを行う常

任委員会、専門的事項の調査、審議を行う専門

委員会を置く予定にしております。

右の組織イメージ図にありますように、専門

委員会については、他県の状況を参考に、総務、

施設、競技についてはおおむね９年前、広報、

宿泊・衛生、輸送・交通、式典・会場について

はおおむね５年前、警備・消防についてはおお

むね３年前といったぐあいで、順次設置してい

くことになると考えております。

参考として、下の四角囲みに、平成26年度長

崎国体の組織体制を記載しておりますが、県準

備委員会の規模は約260名となったようでありま

す。

次に、資料８ページ、（４）施設の概要をごら

んください。

日本体育協会が定める国民体育大会施設基準

につきましては、既存施設の活用に努め、新設

・改修に当たっては、大会開催後の地域スポー

ツ振興への有効活用を考慮し、必要最小限度に

とどめることとされており、こうした基準を考

慮し、施設整備を進めていきたいと考えており

ます。

②県有体育施設の概要についてでありますが、

多くの県有体育施設は、昭和54年の宮崎国体前

に整備されておりまして、老朽化が進んでいる

現状にあります。今後、２巡目国体の開催に向

け、老朽化した施設や国体の施設基準を満たし

ていない施設の建てかえ、改修等が必要になっ

てくると考えております。

次に、③主な県有体育施設の課題等について

であります。

陸上競技場につきましては、昭和48年に建設

されておりまして、老朽化に加え、座席数が施

設基準の３万席を満たしていないこと、スタン
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ドを覆う屋根や夜間照明、大型映像装置がない

ことなどが課題となっております。

次に、プールにつきましても、昭和48年に建

設されておりまして、コンクリートの劣化によ

る老朽化に加え、50メートルプールはタイムを

計測するタッチ板をつけると長さが50メートル

に足りなくなること、屋外プールであるため、

夏場は水温が30度を超え、選手のタイムへの影

響や観客の熱中症が懸念されることなどが課題

となっております。

なお、県総合運動公園は、５メートルから10

メートルの津波浸水想定地域にも指定されてお

りまして、津波対策も課題となっております。

最後の県体育館につきましても、昭和43年の

建設でありまして、老朽化に加え、空調設備が

ないため、夏場は選手や観客の熱中症が懸念さ

れること、床板の剥がれ、バリアフリーへの未

対応等が課題となっております。

最後に、資料の９ページでございます。

３、平成28年度新規事業「国体準備スタート

アップ事業」の概要について御説明します。

この事業は、２巡目国体に向けた着実かつ円

滑な準備を行うため、平成29年度に設置予定の

県準備委員会の設置準備、また県の主要体育施

設である陸上競技場、体育館、プールについて、

施設の現況や導入施設、整備場所等に係る調査

研究をコンサルタントへ委託し、実施すること

としております。

事業費は1,897万4,000円、事業期間は平成28

年度の単年度事業でございますが、施設整備に

ついては、専門性の高いコンサルタントにより、

国体開催に必要な施設整備の仕様や場所、スケ

ジュール等について調査研究を進めてまいりま

す。この調査結果を踏まえ、国体開催後の利活

用や観光、スポーツランドの推進等の視点も踏

まえながら、平成29年度を目途に施設の整備方

針を定めてまいりたいと考えております。

説明は以上でございます。

○丸山委員長 執行部の説明が終わりました。

御意見、御質疑等ございましたら、御発言を

お願いいたします。

○右松委員 まず、４ページの２巡目国体に向

けての競技力の向上について、大きく２点、質

問させていただきたいと思います。

まず、宮崎の順位が26年の大会で、私も現地

に行きましたけれども、19位ということで、本

当にすばらしい結果が出た中で、議会にもいろ

いろ取り上げられたところであります。翌27

年、42位ということで、先ほど課長のほうから

説明がありましたけれども、大きくランクダウ

ンしていますので、どのような形で要因を分析

されているのか。突出した選手がいたのか、全

体的に競技力が翌年に、これだけ下落をするの

か、あるいは指導者の部分なのか。分析状況を

ちょっと教えてください。

○古木スポーツ振興課長 国体の順位の分析に

ついてでございますが、大きく４点ほど考えら

れるのではないかと考えております。

１つは、九州ブロック大会というのが本大会

の前に、いわゆる九州予選というのがございま

すが、ここを突破しないと本大会に出れないと

いうことでございます。おととしの長崎国体は

九州での国体開催ということで、長崎県がその

予選に出ておりませんで、九州の枠が結構たく

さんありまして、九州ブロック大会で比較的た

くさん突破をいたしまして本国体に出場してい

るという状況があり、そういったことが追い風

となって19位というのも一つございまして、次

の年、国体で非常に強化をしていた長崎県が、

今度は九州のブロック大会の予選に戻ってきて、
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昨年度の国体では、まだ余力のある長崎県とも

予選を一緒に戦いながら出場権を争うというよ

うなことで、九州ブロック大会の突破数が、26

年度は42種目、全国に出たんですけれども、そ

の中でまた活躍しないと点数にはならないんで

すが、昨年は実は27しか突破いたしませんで、

競技力そのものは、26年度と27年度、そんなに

宮崎県が極端に落ちているということではない

んですけれども、そういったところでのめぐり

合わせというか、そういったものも一つ大きく

ございます。

それと２点目は、そうはいいましても、やは

り少年競技力の不振。高校総体のほうで、毎年、

入賞者数というのを出してるんですけれども、

平成26年はベスト８以上に34、入賞の数があっ

たんですけれども、実は昨年はちょっと少年の

ほうが不振でありまして24ということで、この

あたりが、高校総体に出ている選手たちがやは

り国体でも主力になりますので、昨年度は少年

競技力も、前年に比べて力がなかったというこ

とが一つ。

それと３つ目は、実はよく言われております

けれど、女子競技力がやはり低迷しておりまし

て、これはここ10年間でも非常に課題なんです

が、女子のほうが47位ということで、皇后杯と

いうのがあるんですけれど、天皇杯は42位でし

たが、皇后杯は47位と最下位でありました。特

に成年の女子あたりは、企業・大学等で強化し

ているところもないというようなこともありま

して、成年の競技力の女子のほうもなかなか取

れませんし、少年のほうの女子も、いつもはカ

ヌーという競技が宮崎はおはこなんですけれど

も、ここの女子が不振であったというようなと

ころもありまして、女子の点数が非常に伸び悩

んでいると。ただ、これは26年度19位のときも、

女子の順位は41位でありますので、やはり女子

に課題があるということは、これは昨年だけで

はありませんけれど、ここ数年の現状でありま

す。

最後は、期待された種目の敗退ということで、

先ほど申し上げましたカヌーという競技は、も

う80点、90点、毎年取るんですけれども、昨年

度はなかなかそこが取れなかったというとこと、

あと、前年度に優勝しましたソフトボールの成

年男子、旭化成チームが中心なんですが、ここ

が九ブロで敗れまして本大会に出れませんでし

た。あるいは、軟式野球の田中病院さんが、前

年度、準優勝で非常に多くの点数を取ってくれ

たんですが、ここも、まず県の予選で負けたん

です。九州ブロック大会にも出れなかったとい

うような状況等がありまして、いろいろな条件

も重なり合いまして、このような状況になった

ということでございます。

○右松委員 分析状況は、ある程度理解したと

ころであります。やはり国体の順位って、県民

に希望を与えるものでありますので、ぜひ分析

結果にのっとって、今までも強化されていると

思いますけれども、２巡目国体は10年後であり

ますので、そこを見据えて、今後さらに競技力

の強化に努めてもらいたいと思います。

もう一点質問させていただきますけれど、実

は一昨年のスポーツ振興対策特別委員会の委員

会報告書の中で、企業との連携、ここが一つの

ポイントとして出されております。ちょっと簡

単に言いますと、２巡目国体に向けて、成年種

別の競技力強化を図っていくためには、本県の

競技力向上に対する県内企業の理解と協力が欠

かせませんということで、選手が安心して働き

ながら競技活動に専念できる受け皿を整備する

ためにも─福井県にちょっと行ってまいりま
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したけれども、「スポジョブふくい」のような有

力選手と企業とのマッチングによる就職支援に

取り組んでいたり、スポーツ選手の採用に対す

る県内企業の理解醸成、社会人選手の定着対策

に取り組むと、これが非常に重要だということ

が委員会報告書で出されてます。今回のスポー

ツ関係も、国体の施設もありますけれども、競

技力の向上のために、やはり２年前の委員会で

の調査内容とか報告事項は、ある程度これは、

２年間たった上での今後の取り組みについては、

しっかりと方針を持っておかないといけないと

思うんです。そのあたりの企業との連携、そこ

をどういうふうに考えておられるのか教えてく

ださい。

○古木スポーツ振興課長 企業との連携と、ま

さに国民体育大会、この競技力向上を進める上

で、本当に官民が一体となって取り組んでいか

ないと到底対応できないということでございま

す。

今、御指摘をいただきました件につきまして

も、２年前の特別委員会でも話題になりました

が、今、本県のほうでは、特に現在やっている

ことといたしましては、県の体育協会のほうに

企業等を回っていただいて、国体選手等の登録

制度というのをつくっておりまして、特に宮崎

に就職したいという選手については、各競技団

体より情報を集約しまして、その選手をいろい

ろな企業を回って御紹介をしていくというよう

な取り組みを─スポーツ企画監という方を１

人配置をしております。元オリンピック選手で、

高校の教員のＯＢの方なんですけれども、その

方を特別に配置をして、そういった取り組みは

始めたところでございます。

ことしも、その成果としては、ＵＭＫだった

と思いますが、民間の放送会社のほうにカヌー

の女子のオリンピックを目指す選手が入ったり、

そのほか、宮交シティのほうに陸上の選手も入っ

ておりますが、そういったところで、少しずつ

そういうマッチングにも取り組んでおりますけ

れども、まだまだ御指摘のように、今後さらに

そこを充実をさせながらいきたいというふうに

思っております。

それと、体育協会のほうが企業のほうにも回っ

ておりまして、年間の賛助会員の募集も、その

企画監のほうでしておりますが、年々その会員

のほうもふえておりまして、スポーツを応援し

ていただくという機運の醸成というのには努め

ているというところでございます。

○右松委員 応援してますから、ぜひ頑張って

いただきたいと思います。

○井上委員 それでは、インターハイのことに

ついてちょっとお聞きしたいんですけれど、９

競技、宮崎県で行うということになっており、

高等学校体育連盟の各競技専門部で協議の上で

９競技を決めたということになっているわけで

すけれども、宮崎がこの９競技に決まったのは、

決まるだけの事情があると思うんです。そして、

２巡目の国体に向かっての課題として、陸上競

技場、プール、県の体育館に問題点があるとい

うふうに認識されているわけだから、そういう

ことも含めて、31年度にあるインターハイとの

関係、そこをきちんとしとかないと、施設整備

のほうにどうやって向かっていくのかっていう

ことが明確にならないと思うんです。例えば、

この９競技というのは、うちの施設はそこが整っ

ていないのでこの９競技になったのか、そこも

含めてちょっと教えていただきたいと思います。

○古木スポーツ振興課長 この種目の９競技が

決まった経緯といいますのは、もちろん開催を

する会場等ということは、当然念頭にはあるわ
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けでありますけれども、鹿児島県が６競技とい

うことで少なくなっていると思いますが、これ

は、鹿児島県は開会式を開催するということで、

基本的に４県で同じぐらいの負担になるという

ようなことで競技の振り分けを行うということ

でありますが、あとはそれぞれの競技環境、あ

るいはこれまでの大会等の実績等、そういった

ものを踏まえまして、４県の専門委員長のほう

で協議をいたしまして決定したというようなこ

とでございます。

施設につきましては、ここの４番のところに

もございますように、基本的には既存の施設を

使用するということでございますので、競技を

振り分ける際には、現在、その競技ができる状

況にある競技ということで、当然振り分けをさ

れていると思っておりますので、この９競技に

ついては、現在の宮崎県でも開催ができるとい

う前提の競技でございます。

○井上委員 それだったら、教育委員会として、

皆さん方のところとして、２巡目の国体も頭に

入れて、インターハイが31年にあるわけだから、

どういう形で県有体育施設の課題を解決してい

こうとしているのか、その道筋については、あ

る程度議論はされていると理解していいわけで

すか。

○古木スポーツ振興課長 基本的には、高校総

体につきましては、陸上競技等そのほかも含め

て、宮崎県でどの競技を持ってきても、基本的

には現在の状況で─一部、水泳等については

課題が多くありますけれども─ほとんどの競

技は開催できる状況にはございますけれども、

そういった各県の状況を踏まえて、競技団体と

して運営がやりやすいというところで振り分け

はされておるということは認識をいただきたい

と思います。

あと、今後の施設整備につきましては、当然、

そういった状況も踏まえて─今度は国体とな

りますと、会場の基準というものも高校総体の

ようにはまいりませんので、そういった課題も

十分競技団体のほうからお伺いをしながら、ま

た今後は市町村の施設等も活用させていただき

ますので、そのあたりも、今、我々のほうは内

々にいろいろ調査もしておりますので、計画的

に進めてまいりたいと考えております。

○井上委員 きょうは初回の委員会なので、そ

こまででとどめたいと思いますが、やっぱり頭

にちょっと入れつつ、例えば、あと３年なら３

年の間に、31年のインターハイに向けて、どう

いうことが各市町村と一緒になって、どんなふ

うにバランスよくできるのかとか、やっぱり

ちょっと考えておく必要っていうのはあると思

います。熊本がどのように復興されていくのか

ということも、きちんと見とかないといけない

という点もあるでしょうから、だから、そこを

どういうふうに私たちは受けとめていきながら、

宮崎県は熊本で足りない分をどうしていくの

かっていう点もいろいろ出てくるでしょうから。

既存のものを使うということが大前提であると

いうところは理解しなくもないけれども、そこ

も頭に入れた上で、じゃあ、ステップアップと

してどうしていくのかっていうぐらいはちょっ

と考えておいていただけると、２巡目国体とい

うのが、具体的に県有施設についての足がかり

にもなっていく可能性というのはあるのではな

いかなというふうに私は思いますので、十分な

議論をこの間にしといていただくことを要望し

ておきます。

○丸山委員長 要望ということです。ほかにご

ざいませんか。

○松村委員 人材育成というところでちょっと
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お聞きしますが、宮崎のワールドアスリート発

掘・育成プロジェクト。報道等でも、この間、

第１期生が選ばれましたというニュース等も拝

見させていただきました。将来、日本のトップ

になれるような子供たちを育成していくってい

うことは、本当に大事なことだなと思います。

そこで、これにも書いていますけれど、報道

によると51名前後、５年生と中学１年生という

ことですけれども、選抜されたのは、あるプロ

グラムによって、それぞれの能力ですばらしかっ

た子たちが総合的に選ばれたんだと思うんです

けれども、どういうスポーツが適しているのか

ということを、またこれから何年かかけて、皆

さんと一緒に育成しながらやっていくんだと思

うんですけれども、スポーツによっては、かな

りの低年齢化とかありますよね。例えば、15歳

で女子プロのオープンで優勝するような子もい

るし、あと体操とかなってくると、もうほとん

ど中学生、高校生が、どちらかというとトップ

アスリートになってるようなのもあります。今

は水泳なんかもそうですよね。競技人生が短い

ものとか、長いものというのもいろいろありま

すけれども。

今、このスキームみたいなので見てみますと、

育成５、中学３年生で専門化ということになっ

てきますよね。これは、スポーツによっての見

きわめっていうのは非常に難しいんじゃないか

ということと、それと学校教育の中で、いわゆ

る部活というか教育スポーツと、今、市民スポ

ーツというか、例えばシーガイアでテニスをやっ

てる子たちが中心でやっているような、いわゆ

る市民クラブスポーツが中心になっているって

いうことがあるのと、早い時期に、特にテニス

なんかは、もう小学校に入る前のころからジュ

ニアで育成されてるし、小学生の中では全国の

年齢、例えば10歳以下のチャンピオンになると

か、12歳以下でなるとか、早い段階で専門化し

ていくっていうのがありますよね。このスキー

ムの中で発掘というか専門化させるっていうの

が、ちょっと遅いんじゃないかっていう気がす

るんだけれど。これは、育成１・２・３とか書

いてますけれども、例えば本人の希望で種目を

選んでいくのか、それとも、あなたはこれが向

いてますよといって、その子たちを育成してい

くのか。まだ始まったばっかりなんで、出口が

なかなかわかんないけれど、その辺ちょっとお

聞かせ願えますか。

○古木スポーツ振興課長 まさに御指摘のとお

りで、やはり競技によっては非常に低年齢のこ

ろからやらないと、中学校に上がるぐらいから

始めても、もう遅いという競技もあるというの

はそのとおりだと思いますが、このアスリート

発掘プロジェクトのほうは、実は、今選んでる

子供たちもそうですけれども、もう今スポーツ

をやってる子たちがほとんどであります。今後、

最終的に１つの種目に絞っていくわけですが、

今やってる種目をそのままずっと続けていくと

いう子も多分出てくると思います。ですので、

もう現時点で、ある競技のトップレベルにある

という子供たちも実は選考しております。

一方では、能力の高い子供ということで選抜

されておりますけれども、もう既に全国で上位

に入っているという実績のある子もいますので、

そういう子は、多分その種目をそのまま続けて

いくということになろうかと思いますし、ほか

の種目に転向していくという子供も出てくるか

もしれませんので、やはり、子供によって、い

ろいろなパターンは出てくるんじゃないかなと

思っております。

今、御指摘いただきました、小さいころから
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も大切じゃないかというのはあるんですけれど、

実は、このプロジェクトの１つの大きな柱とい

うのは、やはり自選といって、自分でやりたい

という気持ちがあるということを大切にしてい

ますので、小学校４年生ぐらいが一番運動能力

も神経系が発達する時期でもありますけれど、

自我というか、自分の意思がはっきりするとい

うのが、この学年ぐらいだろうということで４

年生からということにしております。それより

下の子たちを発掘するとなると、なかなか自分

の意思かどうかということ等もありますので、

そういった課題もいろいろ試行錯誤しながら、

多様な子供たちがおりますので柔軟に対応して、

最終的に何か一つ、それはあくまでも、やはり

自分の希望というのを大切にしていきたい。紹

介はいたします。あなたはこういう種目が非常

に向いてますよっていうことは紹介していきた

いと思いますけれども、やはり最終的には自分

の意思で決定していくと。ですから、今やって

る種目をそのまま続けている子もそれでいいで

しょうし、ほかの種目にかえる、そういった意

見を聞いてかわる子もいるでしょうし。これは

初めての取り組みでありますけれど、そういっ

た多様な子も想定しながら取り組んでいきたい

と考えております。

○松村委員 あと、日本全体で見るとナショナ

ルトレーニングセンターというところにトップ

を集めて、そこである期間、あるいは高校生だっ

たら、そこに通学しながらというのをやってま

すよね。本県において、いわゆるナショナルト

レーニングセンター的な、施設というイメージ

じゃなくて、指導という意味でのナショナルト

レーニングセンター、また、そこにいるトップ

レベルの指導者とか、そういうところはどうさ

れてますか。

○古木スポーツ振興課長 このプロジェクトの

趣旨は専門的な競技の指導をするということで

はなくて、ここにありますけれども、基本的な

身体能力とか、あるいは知識とか、あるいは今、

非常にモラルが問題になってますが、人間性と

か、そういったアスリートとしての基盤となる

ことをしっかりここで取り組んで、あと専門的

なところは競技団体と連携をして、競技団体の

ほうにお願いをしていくと。県の競技団体では

なかなか指導できないところについては、国の

ナショナルセンターあたりに、こういういい子

供がいるとそちらに紹介をしていくとか、そう

いった連携により、うちで全てを育てるわけじゃ

なくて、基盤となる資質を高めて、競技団体と

連携して、競技団体のほうに専門的なものはお

任せしていくということになろうかと思います。

○松村委員 始まったばっかりですんで、また

私もよく拝見させていただきながら、ぜひうま

くいってほしいなと思います。今度の二十何名、

小学５年生の部で私のめいっ子も入りましたん

で、非常に期待をしているところでございます

けれども、特に注意深く見ていただきたいなと

思います。

○片寄教育次長 今回の発掘で１期生が決まっ

たわけでございますけれども、実は10年後の国

体のときは、ちょうどこの子たちが二十二、三

歳ぐらいの、まさに柱になる子たちが今回発掘

されてきたと。この事業は、いろんなやり方は

まだ試行錯誤しなきゃいけない部分はあるかと

思いますけれども、こういう形で継続してアス

リートを発掘・育成していくというのが非常に

肝かなというふうに考えてございます。

○外山委員 関連で１点だけ。

ということは、今回やりますけれども、毎年、

この４年生を対象に、これをやり続けるわけじゃ
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ないんですかね。

○古木スポーツ振興課長 毎年、２期生、３期

生ということで。ことしまでは４年生と６年生

をやりますが、ことし４年生と６年生をやりま

すと、今の１期生が５年生と中１ですので、ずっ

とつながってきて、来年度からは４年生だけを

やると、ずっと各学年の子たちを発掘するとい

うことで、継続してやっていきたいというふう

に考えております。

○外山委員 ということは、向こう何年とか決

めるんじゃなくて、当面、毎年継続するという

ことですね。わかりました。

○右松委員 この特別委員会の設置目的にかか

わることでありますので、第１回のこの委員会

において、確認のために質疑を２点させていた

だきたいと思います。

施設の整備についてですけれど、10年後の２

巡目国体に向けて、来年度の平成29年度に、施

設の整備計画について、知事が計画内容を公表

するというような一般質問での答弁があったわ

けですけれども、それについて、この７ページ

が29年度に当たるわけですけれども、整備の方

針の検討という形で一番下のほうに書かれてあ

ります。この辺の知事答弁との整合というか、

そのあたりを確認で、まず一点、ちょっと伺い

たいと思います。

○古木スポーツ振興課長 議会のほうの答弁で、

知事のほうが、29年度を目途に整備方針という

のを示していきたいというようなことをおっ

しゃったというふうに思っておりますけれども、

一応ここでは整備方針の検討とありますが、こ

こはできるだけ早い段階で、29年度というのを

一つの目途としておりますけれども、この時期

についてははっきりしていないというところが

ございますので、スピード感をもってやりたい

とは考えておりますが、ここに書いてあること

との整合性というのはそういう考え方でありま

すので。

○右松委員 やはり29年度に出すということで

あれば、今年度極めて重要ですから、今年度あ

る程度落とし込んでいかないといけないわけで

すよね。もちろん執行部からの提案を尊重しな

がら、やはり県議会としても、これは数十億、

あるいは場合によっては100億単位のお金がかか

る内容でありますし、財源が税金から出てます

し、その辺の考え方については議会からも出す

ことが大事だというふうに個人的には思ってお

ります。

それから、もう一点、財源の裏づけについて

でありますけれども、身の丈国体というのは非

常に共感できますし、理解できます。当然、将

来世代にツケを残すことはなかなか難しいのが

現状であろうと思います。

ただ、余りにも貧弱だと、やはり本県のイメ

ージにもかかわることだと思ってますし、競技

力の向上にも、施設の整備というのはかかわっ

てくることでありますので、そのあたりをバラ

ンスをとりながら考えた上で、財源の造成状況、

これは四本教育長が企業局長であった昨年度に

答弁されましたが、実は２年前に視察に行った

福井県では、30年の福井国体に向けて53億5,000

万のスポーツ福井基金というのを造成していま

す。ですから、本県の基金の造成状況、今後の

財源の裏づけも含めて、第１回でもありますし、

今答弁できる範囲で構いませんので、そのあた

りの状況を確認をさせていただきたいと思いま

す。

○片寄教育次長 施設整備につきましては、先

ほど課長が答弁したとおりでございますけれど

も、基本的に、例えば今回、３施設を出してお
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りますけれど、仮に１つの施設をつくるとして

も、やっぱり時間とお金が相当かかってくるん

じゃないかなというふうに考えております。で

すから、その方針については、29年度を目途と

いうことで、できるだけ29年度の早い時期に方

針を固めたいなというふうに考えてございます。

となりますと、今年度、いろんな形で、議会を

初めいろんな方々の御意見をいただきながら固

めていく必要があるのかなというふうに一つ考

えてございます。

それから、財源の話ですけれど、正直申し上

げまして、まだ確固たる方針が定まっているわ

けではございませんけれども、委員からお話の

ありましたように、しっかりとした考え方に基

づいて将来展望、これはスポーツの施設でござ

いますけれども、それ以外にも地域振興とかい

ろんな多角的な角度から検討した上で、施設整

備と財源の関係っていうのは最終的にはバラン

スが必要かなと思いますので、バランス感覚を

もって、そこら辺はことし大いに議論していき

たいというふうに考えてございます。

以上でございます。

○右松委員 最後に一言ですけれど、２年前の

スポーツ振興対策特別委員会においてもそうい

う話がありましたけれども、もちろん国庫補助

事業の活用、それから基金の造成も含めて、そ

して県有施設の命名権料であるとか、あるいは

ＰＦＩの手法等による施設の整備であるとか、

あるいはふるさと納税とか、企業、県民からも

やはり協力をいただきながら、どういう形で財

源をふやしていくかと、このあたりはさまざま

な角度から知恵を絞っていただいて、議会から

も多分いろんな提案があろうかと思いますけれ

ども、ぜひとも、今までどおり、財源の確保に

はさらに取り組んでいただきたいということを

要望させていただきます。

○外山委員 １点だけ、確認だけ。済みません。

この陸上競技場とプールと体育館は、完全に現

状のままでは国体で使えないという認識ですね。

○古木スポーツ振興課長 国体ということを考

えたときに、体育館については国体の基準って

いうのはそんなに厳しくないんですけれども、

陸上競技場は開会式とか競技の運営、あるいは

プールについては、先ほど申し上げましたが、

タッチ板等をつけたら距離が短くなるとかいろ

いろな現状があって、国体はちょっと現状では

厳しいという状況でございます。

○外山委員 厳しいというより、これは使えな

いんでしょう。わかりました。

○徳重委員 国体へ向けての施設整備というこ

とですが、鹿児島県は、鹿児島市が国体、オリ

ンピックでもできるようなすごく立派なプール、

飛び込み台、全てを整備しておりますよね。

宮崎も財源的にも非常に厳しい状況の中で、

これを宮崎市と相談をして、それなりの施設を

整備するというような考え方、あるいはほかの

市でも、都城でも延岡でもそうですが、宮崎に

集中するということでなくて、市町村の力もお

かりして、思い切って分散型の施設を整備して

いくという考え方は持っていないんですか。

○片寄教育次長 ただいまの御質問に絡みまし

て、実はきのう、東京のほうで国への提案要望

がございまして、その中でも国体施設のことが

ちょっと話題になりまして、大きな指摘事項と

しては、いろんな議論を踏まえて中途半端なも

のはつくるなよっていうのが１点。

それから、仮に整備するときには県内の、あ

る意味、宮崎一極集中っていうところは配慮し

てほしいっていう御意見をいただきました。こ

れはもう当然のことだと思います。片っ方で施
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設利用者の利便性とか、いろんなことを考えな

きゃいけないと思います。

先ほど、右松委員からもお話のありましたよ

うに、これを全部県でやるのか、ＰＦＩの可能

性はないのか、今、徳重委員からお話のありま

したように、どこかの市町村と共同でやるよう

な可能性はないのか、そういった点を、ことし

のコンサルタントの委託の中で大いに議論して

いきたいと思っております。

以上でございます。

○徳重委員 ぜひ、そういう方向で進めていた

だいたほうがいいんじゃないかなと、こう思っ

ておりますので、どうぞよろしくお願いしてお

きたいと思います。

○日高副委員長 先ほど、整備方針の検討、決

定に関して来年度を目途として、っていうんで

すが、いろんな状況、条件を考えたら、これは

国体の要望を国に出す前に大体決まっていない

といかんようなことだと私は思ってるんです。

そして、この施設も昭和48年とか43年ですよ

ね。これまで、もう40年ぐらいたって、何もい

じっていないということで、今まで40年間、何

をしていたのか。これは、もう宮崎県というの

は、特にこの辺でおくれている、これは間違い

ないことですよ。先に先に、20年、30年、計画

を立てて、今の時代に合ったものにかえていく

というのが普通ですよ。また２巡目国体ぎりぎ

りになったときに、また大きな改装、改修工事

をしなくちゃいけない。この辺が、何か後手後

手ですよね。

それと、国体準備スタートアップ事業とある、

これは県営施設３施設ですよね、これについて

コンサルタントを入れるということなんですが、

これは、それこそ前四本企業局長の時に県電事

業で基金を30億ほど造成して、それが、四本教

育長の教育委員会のほうに行ったんですけれど、

この使い道が国体関係スポーツ施設、これにつ

いても使い道はあったですよね。私が以前聞い

たら、これは県営施設以外の市町村の改修工事

に使うお金だということだったんです。そした

ら、このスタートアップ事業で、この３つの県

営施設だけじゃなくて、コンサルを雇うんだっ

たら、そこら辺の市町村との絡み、その事業の

基金をどう使い、やっていくのか、そこまでこ

の計画に持っていかないと。これは一体的にやっ

ていかんと、国体全体のことを考えて、29年度

という目途があれば、競技場も決定するわけで

すね。市町村の競技、ここで何をするかという

のも。こんなのでは、決まらんですよ。都市計

画課の課長さんも来られてますけれど、計画を

既に終わらせておかなくちゃいけないのが今の

段階じゃないかなと思うんです。

○片寄教育次長 今回の考え方としては、確か

に今まで理想的にはそういう形で進められると

いいなと思っておりますけれど、現実的にこれ

から10年間でやろうとしたときに、全ての競技

を全部県の施設でできることは考えておりませ

んので、これは市町村と連携してやっていかな

ければいけない。その中で、まずメーンとなる、

今回３施設掲げておりますけれども、ここの方

針をきっちり固めないと、その全体像が固まっ

てこないというふうに今考えてございまして、

まず、この主要３施設の方向性を早急にきっち

り打ち出していくと。その後に、市町村の施設

についてもいろいろ協議をさせていただきなが

ら取り組みを進めていく形になるんではないか

なと。もちろん、市町村によっては単独で、う

ちはこれで行きたいということで整備を進めら

れるところもあるのかもしれませんけれども、

そこら辺は、今後、開催競技種目との絡みで全
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体が見えてくるのかなというふうに考えており

ます。

以上でございます。

○日高副委員長 多分、市町村で、いや、自分

たちで独自に整備してやるというところはない

ですよ。まず、県が国体をやりたいと、知事が

言ってやっているわけですから。だから、待っ

てるんです。言ってみれば、どっちが先に出る

か出らんか。先に行き過ぎると自分たちがやら

ないといけないから。そうですよね、基本的に

市町村と県の関係というのは。

これをずっとやっていくと、―高台にプール

をつくらにゃいかんということで、場所もこれ

からやっていくと思うんですけれど―多分、こ

れからもいろいろな弊害が出てきますよ。ちょっ

と遅いんじゃないかなと思うんですよね。

○片寄教育次長 国体まで10年間という期間が

ございますけれど、今御指摘のようなもろもろ

の点を踏まえますと、私ども、非常に時間が足

りないなという認識を持ってまして、先ほど課

長が申しましたように、まずはこの３施設につ

いては早急に調査研究を進めまして、29年度を

目途に、できるだけ早い時期に方針を固めていっ

て、それ以外の市町村等の施設、ここら辺につ

いてもきっちり協議を進めていって、スピード

感をもっていかないと時間が足りないなという

ふうに考えてございますので、頑張っていきた

いというふうに考えてございます。

○日高副委員長 最後にいいですか。

やはり都市計画課と一体で考えていかないと、

教育委員会で古木課長がやられていますけれど、

県営施設、実際50万円以下しか、実質、教育委

員会は扱えないと、50万以上は都市計画課であ

りますと。でも、実際は観光推進課もこれに絡

んでおると。それがもう全く、県営施設は多分

この３つだけじゃなくて、細かいことを言えば、

いろいろちょこちょこ直していく分も実質ある

わけですから、見てると。やっぱり都市計画課

は、もうちょっと表に出てきてやってもらわん

と。

○片寄教育次長 御指摘のように、私も実はス

ポーツランドを以前担当しておりまして、この

県営施設、要は宮崎県の施設ですので、教育委

員会とか都市計画課とか観光推進課とか、みん

なそれぞれ連携してやっていかなきゃいけな

いっていうふうに強く感じておりまして、この

国体の施設整備に向けた内部の検討委員会、こ

こら辺の関係課は全部入って、一緒に知恵を出

しながら汗を流していこうということで、今、

みんながやる気を持って臨んでますので、よろ

しくお願いいたします。

○巢山都市計画課長 今年度の国体準備スター

トアップ事業、これを踏まえながら、今後、施

設整備に取り組んでいくことになると考えてお

ります。

その中で、現有施設なのか、もしくは場所を

バランスを考えてどう配備するのか、そういっ

たことも踏まえながらですけれども、都市公園

施設であれば都市公園事業ができるということ

で、これは社会資本総合整備事業ということで

２分の１補助がございまして、これまでの国体、

それから国の説明等では、国費でおおむね50億

円、事業費でいきますと100億円程度の補助がご

ざいます。これは都市公園施設に限るといいま

すか、都市公園施設として位置づけられたもの

ということで、それが競技場であれ、プールで

あれ、トータルの額での100億円ということでご

ざいますので、それが公園施設であれば、当然

この事業で取り組んでいきたいというふうには

考えております。
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○丸山委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 それでは、ないようですので、

これで終わりたいと思います。執行部の皆さん、

お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時７分休憩

午前11時９分再開

○丸山委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

まず、先日開催されました委員長会議の結果

については、常任委員会で資料の配付がありま

したので説明は省略させていただきますので、

御協力をお願いいたします。

それでは、協議事項（１）の委員会の調査事

項についてであります。

お手元に配付のとおり、資料１をごらんくだ

さい。

１の当委員会の設置目的については、４月の

臨時議会で議決されたところでございますが、

調査事項については、本日の初委員会で正式に

決定することになっております。

資料１には、特別委員会の設置を検討する際

に、提案があった事項を（案）として参考まで

に掲載しております。特別委員会の調査活動は、

実質６回程度しかございません。そのため、調

査事項は、２つもしくは３つ程度に絞り込んだ

らと考えております。調査事項は、今後１年間

の活動方針を決める重要な事項でありますので、

少し時間をとって御協議いただきたいと思って

おります。

次に、資料２及び資料３をごらんください。

資料２は、平成26年度に設置されましたスポ

ーツ振興対策特別委員会の調査活動の経過をま

とめたもの、資料３は、当時の委員会の調査事

項並びに報告書の章立てを列挙したものでござ

います。

詳細につきましては、書記が説明いたします。

○押川書記 御説明いたします。

資料２をごらんください。

平成26年度に設置されましたスポーツ振興対

策特別委員会では、１、スポーツキャンプ・合

宿、国体等の誘致に関すること、２、体育施設

の充実に関すること、３、人材育成に関するこ

との３つを調査事項として、１年間にわたる調

査活動が実施されました。

まず、１のスポーツキャンプ・合宿、国体等

の誘致に関することでは、７月の県北調査で、

綾町の綾てるはドーム、五ヶ瀬町のＧパークを

訪問し、スポーツ合宿誘致についての調査を行っ

たほか、10月の県外調査では、長崎県で国体視

察、福井県で2018年の国体開催に向けた取り組

みについて調査を行っております。

また、１巡目国体で利用した競技施設の状況

につきましては、７月の第３回委員会で教育委

員会から説明を受けております。

次に、２の体育施設の充実に関することでは、

７月の県南調査で、都城運動公園を訪問し、都

城市のスポーツ施設の現状について調査を行っ

たほか、７月の第３回委員会では、木花にあり

ます県総合運動公園を訪問し現地調査を行うと

ともに、宮崎県スポーツ施設協会との意見交換

も行っております。

また、11月の第６回委員会では、宮崎駅近く

にあります県体育館を訪問し、現地調査を行っ

ております。

次に、３の人材育成に関することでは、６月

の第２回委員会で、宮崎県体育協会から選手の

競技力向上の取り組みや指導者養成の取り組み
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について説明を受けたほか、７月の県内調査で

は、都城東高校、宮崎商業高校を訪れ、生徒の

競技力向上に係る取り組みについて調査を行っ

ております。

また、９月の第４回委員会では、高原町教育

委員会を訪れ、職員採用試験におけるスポーツ

等の特別選考枠について調査を行っております。

これらの調査結果を踏まえまして、１枚おめ

くりいただきまして、資料３にあります章立て

で委員会報告書が作成されております。あわせ

てごらんいただければと思います。

説明は以上であります。

○丸山委員長 説明は終わりました。議論の際

には参考にしていただければと思っております。

それでは、調査事項につきまして、委員会の

皆様から御意見をいただきたいというふうに

思っております。先ほど言いましたとおり、で

きれば２か３ぐらいにまとめたいというふうに

思っております。今のところ、資料１を見てい

ただきますと、調査事項の参考として５項目挙

がっておりまして、これを、できれば２ないし

３にまとめたほうが、今後の委員会活動にいい

のではないかというふうに思っておるものです

から、御意見を賜りたいというふうに思ってお

ります。

暫時休憩します。

午前11時15分休憩

午前11時16分再開

○丸山委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

調査事項につきましてはまとめさせていただ

きまして、スポーツ振興対策に関すること、２

つ目が観光振興対策に関することと、この２つ

に絞りたいと思いますが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 それでは、そのように決定いた

します。

次に、協議事項（２）の委員会の調査活動方

針・計画についてであります。

活動方針（案）については、資料１の３のと

おりでございます。

活動計画につきましては、資料４をごらんく

ださい。

これにつきましては、当委員会に付託されま

した調査事項や委員長会議の結果を参考にして、

調査活動計画（案）を作成いたしました。

これらの案につきましては、御意見ございま

せんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 それでは、案のとおり、今後１

年間、調査活動を実施していきたいと思います

ので、御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 それでは、そのようにいたしま

す。

次に、協議事項（３）の県内調査についてで

あります。

再び、資料４をごらんください。

７月の28日から29日に県南地区、８月の23日

から24日に県北地区の調査を計画しております。

先ほど決定いたしました調査事項を踏まえまし

て、県内調査の調査先につきまして、御意見等

がございましたらお願いいたします。

暫時休憩します。

午前11時18分休憩

午前11時19分再開

○丸山委員長 委員会を再開いたします。

それでは、正副委員長に一任ということでよ



- 19 -

平成28年５月18日（水曜日）

ろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 そのようによろしくお願いいた

します。

ここで、委員協議を一旦中断いたします。暫

時休憩いたします。

午前11時19分休憩

午前11時20分再開

○丸山委員長 委員会を再開いたします。

本日は、商工観光労働部においでいただきま

した。

初めに、一言御挨拶申し上げます。

私は、この特別委員会の委員長に選任されま

した小林市・西諸県郡選出の丸山でございます。

私ども11名が、さきの県議会で委員として選任

されました。１年間、調査事項をしっかりとし

ていきたいと思ってます。よろしくお願いいた

します。

先日起きました熊本地震におきまして、非常

に観光に対する影響が出ているということは、

先般の臨時議会で、また全員協議会のほうでも

協議したところでありますけれども、本県の観

光をどうやって今後盛り上げていくのか、また

新たな観光をつくり上げていくのか。そし

て、2020年には記紀編さん記念事業の集大成の

場面を迎えるというふうに認識しておりますの

で、その辺を含めて、当委員会でいろいろな議

論をさせていただきながら、成果をしっかり出

していきたいというふうに思っておりますので、

どうか御協力をお願い申し上げたいと思ってお

ります。

それでは次に、委員の紹介でありますが、皆

さんおわかりということでありますので、省略

させていただきます。執行部の皆さんの紹介に

ついても、出席者の名簿がついておりますので、

省略していただいて結構でございます。

それでは、概要説明をお願いいたします。

○中田商工観光労働部長 おはようございます。

商工観光労働部長の中田でございます。本日は

どうぞよろしくお願いいたします。では、座っ

て御説明させていただきます。

もう既に、皆様御案内のとおりですけれども、

本県の観光を取り巻く環境を見てみますと、６

年前に口蹄疫が発生し、新燃岳噴火があり、東

日本大震災があって、本県の観光というのは非

常に厳しい状況にあって、その後、復興対策等

でやっと今、回復をしてきている状況かなとい

うふうに考えています。

そういう中で、昨年の３月には国際定期便宮

崎―香港線が就航いたしましたし、ＬＣＣによ

る宮崎―関西線の就航、あるいは大型クルーズ

船の相次ぐ寄港でありますとか、高千穂郷・椎

葉山地域の世界農業遺産の認定、さらには先月

の24日に東九州自動車道が開通いたしまして、

本県から北九州までつながったということで、

ある意味、本県観光にとって非常にプラスの要

素が出てきたと。我々にとっても、今後、頑張っ

ていかないといけないということで非常に期待

もしていたところなんですけれども、先ほど委

員長のお話がありましたとおり、熊本の地震に

よりまして、ホテル、旅館のキャンセルも６

万3,000、これは我々がつかんでいる数字だけで

すけれども。それと、この前もちょっとお話し

しましたけれども、本来、入るべき新規の予約

もなかなか入りにくいという話も聞いておりま

して、大変大きな影響が出ているのかなという

ふうに考えているところでございます。

そういうことで、先般の臨時県議会のほうに

補正予算を出させていただいて御承認をいただ
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いておりますけれども、緊急誘客の対策事業、

あるいは国のほうでもいろいろ対策を、今、検

討されてるというふうに聞いておりますけれど

も、そういう事業を活用して、夏休みに向けて、

できるだけ地震の影響を最小限にとどめ、誘客

にしっかり取り組んでいきたいというふうに考

えておりますので、引き続き御支援をよろしく

お願いいたします。

それから、先ほど申し上げましたけれども、

プラスの要素を最大限に活用しながら、しっか

りと観光誘客に取り組んでいきたいというふう

に考えておりますので、今後とも、どうぞよろ

しくお願いいたします。

本日お配りしております特別委員会資料にご

ざいますとおり、日本代表クラスのスポーツ合

宿・大規模スポーツ大会について及び記紀編さ

ん記念事業の取り組み状況について御説明をさ

せていただきます。

詳細につきましては、担当課長、室長のほう

から御説明させていただきますので、よろしく

お願いいたします。

私のほうからは以上でございます。

○福嶋観光推進課長 それでは、早速ですけれ

ども、委員会資料の１ページをお開きください。

日本代表クラスのスポーツ合宿・大規模スポ

ーツ大会について御説明をいたします。

まず、１の誘致に向けた取り組みについてで

すが、県全体でこれまで取り組んできたスポー

ツランドみやざきの成果であるスポーツ関係者

の人脈等を活用し、蓄積された受け入れノウハ

ウ等をＰＲしながら誘致活動を実施していると

ころであります。

まず、県といたしましては、（１）にあります

ように、競技団体を統括している中央組織やチ

ームの監督等のキーパーソン等に対して、県内

競技団体やスポーツ関係者と連携しながら、県

の観光コンベンション協会とともにセールス活

動の実施や現地視察の対応、市町村との調整や

民間宿泊施設との調整等を実施しているところ

であります。

さらに、関係機関の取り組みに関しましては、

（２）から（５）に記載しているとおり、それ

ぞれの役割のもとに取り組んでいるところであ

りまして、県全体でお互いに連携・協力しなが

ら誘致活動を進めているという状況でございま

す。

次に、２の日本代表合宿の状況についてであ

りますが、平成26年度と27年度の主なものにつ

いて資料に記載をしております。

ラグビーを初めトライアスロンやバレーボー

ル、陸上など、各種目の日本代表クラスの合宿

が行われているところであり、関係機関と連携

・協力しながら、さらなる誘致に取り組んでま

いりたいと考えております。

次に、２ページの３、大規模スポーツ大会の

開催・誘致状況について、そこに主なものを記

載しておりますのでごらんください。

例年実施しているものとしまして、プロ野球

ファーム日本選手権、シーガイアトライアスロ

ン大会を初め青島太平洋マラソン大会やゴール

デンゲームズｉｎのべおか、ダンロップフェニッ

クストーナメントなどの３大ゴルフトーナメン

ト等があります。

また、そのほかにも、記載の各種目の大会が

開催されているところでありまして、表の一番

下でありますけれども、今年度はトライアスロ

ンワールドカップの開催を10月27日から30日ま

で予定しているところであります。

最後に、４のスポーツ合宿・大会の受入環境

の充実についてであります。
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（１）の魅力ある観光地づくり総合支援事業

において、スポーツ合宿・大会に必要な備品の

購入費用等を一部補助しております。

また、（２）のスポーツメディカル推進事業に

おいて、宮崎大学医学部スポーツメディカル施

設利用費用の一部助成を行っているほか、高気

圧酸素カプセルを導入し、アスリートへの提供

を行っているところであります。

さらに、（３）のアスリートフードメニュー開

発により、増量、減量、貧血などに効果のある

レシピの開発や、（４）のスポーツターフ維持管

理技術者育成事業により、芝生グラウンド管理

者のスキル向上等に取り組んだところでありま

す。

なお、（５）にありますように、ゴルフ、トラ

イアスロン及びパラトライアスロンにつきまし

て、ナショナルトレーニングセンター競技別強

化拠点施設にフェニックス・シーガイア・リゾ

ートが指定を受けており、申請に当たりまして

は、県として協力を行ったところであります。

説明は以上であります。

○米良記紀編さん記念事業推進室長 記紀編さ

ん記念事業推進室でございます。私のほうから、

事業の取り組み状況等について御説明をさせて

いただきます。

委員会資料の３ページ、４ページをお開きい

ただきたいと思います。

記紀編さん記念事業は、古事記が編さんされ

て1300年に当たります平成24年から、日本書紀

編さん1300年の平成32年までの９年間の事業と

して取り組んでおり、今年度が５年目というこ

とで、ちょうど折り返しの年ということになっ

ております。現在は、これまでの取り組みを最

終段階に向けて、さらに成長発展させるべく取

り組んでいるところでございます。

まず、右側、４ページのほうをごらんいただ

きたいと思います。恐れ入ります、資料を横に

してごらんいただきたいと思いますけれども、

記念事業の展開の基本的な考え方を記載をして

おります。

まず、表の上段、枠囲みの中、事業のねらい

でございますが、県民一人一人が神話や伝説、

史跡など、みやざきの宝を再認識し、郷土に対

する愛着や誇りを深め、また地域のよさを見直

すきっかけとしていただき、新たな県づくりに

向けた意識の高揚を図ること、また、そのみや

ざきの宝を磨き上げ、県内外に発信し誘客につ

なげることで、本県の観光交流の活発化を図り

たいというものでございます。

事業は、大きく県外向けと県内向けに分けて

整理をしておりますが、最初に表の左側、Ⅰで

県外向けの対策と取り組みであります。

まず、認知度を上げるとしておりますが、こ

れは全国に向けて発信し、また、さまざまな事

業を行うことで宮崎の魅力を広く知っていただ

くための取り組みでございます。

まず１つ目ですが、東京オリンピック・パラ

リンピック開会式での天岩戸開き再現に関する

要望活動や、神楽や古墳の世界遺産登録を見据

えた取り組みを行いながら、本県の魅力を発信

していく取り組み、２つ目としまして、県外の

大学や神話ゆかりの県との連携事業、さらには

県外で神楽公演を実施するなど、比較的関心の

高い層に向けたアプローチ、３つ目として、ポ

スターやプロモーションビデオ、ホームページ

やフェイスブックを活用してのＰＲ事業など、

ブランドイメージを高めるための取り組みを

行っているところであります。

表の左側、下段のほうになりますが、誘客に

結びつける取り組みでは、上記の認知度を上げ
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る取り組みを誘客に結びつけるため、インター

ネットの宿泊予約サイトを活用した個人旅行向

けのキャンペーンなどに取り組んでいるところ

でありますが、特に昨年度からは、市町村と密

に連携をしながら、「神話の源流～はじまりの物

語」を共通のテーマとして、それぞれの地域の

磨き上げを行うなど、神話をコンセプトとした

新たな観光づくりにも取り組んでいるところで

あります。

次に、表の右側をごらんください。県内に向

けての取り組みでございますが、ここでは、県

民の皆様に宮崎のよさに触れていただくための

取り組みとして、県内の大学等と連携をしなが

ら県民大学や神楽シンポジウム等を開催すると

ともに、神話巡りバスツアーにも取り組んでき

たところでございます。

また、表の中ほど、Ⅲ、今後本格化させる取

組としておりますが、認知度を上げる取り組み

のところでも申し上げました東京オリ・パラに

向けての取り組み、また世界遺産の登録に向け

ての取り組みにつきまして、2020年あるいはそ

の先を見据えながら、取り組みをさらに強化し

て進めていく必要があると考えております。

以上が事業実施に当たっての基本的な考え方

でございます。

恐れ入ります。１ページ左側に戻っていただ

きまして、資料の３ページをごらんいただきた

いと思います。これまで取り組んできました主

な事業について記載をしておりますが、説明が

重複いたしますので、主な事業について御説明

をさせていただきます。

まず、最初の枠囲み、Ⅰ、県外に向けての対

策と取り組みとして、１、認知度を上げる取り

組みでございますが、（１）の神話に関心の高い

層へのプロモーションとしまして、平成24年度

から、明治大学や早稲田大学など県外の大学と

の連携講座や、奈良県、島根県などの神話ゆか

りの県と連携しての東京でのシンポジウムを開

催いたしますとともに、東京、大阪、福岡など

で神楽公演や各種イベントを開催をしておりま

す。

また、（２）ブランドイメージを確立するため

のプロモーションといたしまして、プロモーショ

ン映像を制作しインターネットで配信をしてお

りますほか、ホームページ、フェイスブックに

よる情報発信や、雑誌、新聞を活用したプロモ

ーションなどに取り組んでいるところでござい

ます。

２の誘客に結びつける取り組みといたしまし

ては、「神話の源流へ。」と題しましたポスター

を作成し、都市部において交通広告や映画館等

での情報発信を行いますとともに、（２）のとこ

ろになりますが、航空会社や飲食店、さらには

市町村と連携してのネットキャンペーンや、ふ

るさと旅行券の発行に取り組んだところであり

ます。

一方、中ほどの枠囲み、Ⅱ、県内に向けた取

組といたしましては、（１）のリレー講座や県内

の小中高校への出前講座を行う神話のふるさと

県民大学を開催しておりますほか、民間事業者

との連携によります神話巡りバスツアーや、

（３）に掲載をしております公演やシンポジウ

ムなど、さまざまなイベントを開催し、県民の

皆様の見る機会、触れる機会の創出に努めてい

るところであります。

さらに、一番下になりますが、２、地域にお

ける取組への支援といたしまして、県内それぞ

れの地域において取り組まれております神話や

神楽等の地域の特色ある資源、素材を生かして

実施されるイベント等に対しまして、これらを
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支援する補助事業も設けているところでありま

す。

記紀編さん記念事業の取り組みの概要につい

ては以上であります。

今後、平成32年、2020年に向けまして、事業

の充実を図りながら取り組んでまいりたいと考

えておりますが、例えば、従来、神話をテーマ

に実施してきた講座やシンポジウムに、神楽あ

るいは古墳などといった新たなテーマを加える

など、また違う魅力づけを行いますとか、若い

世代の事業への参加を促すため、情報発信の方

法を工夫していくなど、事業の見直し、改善も

図りながら、参加者数の増加やその層の拡大に

も取り組んでいきたいというふうに考えており

ます。

特に、今年度は東京の国立能楽堂におきまし

て、自治体主催としては初めてとなります神楽

公演を実施いたしますほか、昨年実施した、大

阪におきまして大好評をいただいた古墳に関す

る講座を本県において開催し、県民の皆様にも

聴いていただくなどの取り組みも予定をしてい

るところであります。

今後とも、本県の魅力をさらに磨き上げ、全

国に向けて発信していくことで、県民の皆様の

意識の高揚、さらには本県の観光や地域づくり

につなげられるよう、着実な取り組みを進めて

まいりたいと考えております。

説明は以上でございます。

○丸山委員長 執行部の説明が終わりました。

御意見、御質疑等ございましたら、御発言を

お願いいたします。

○右松委員 １ページのスポーツ合宿・スポー

ツ大会の誘致に向けた取り組みですけれど、や

はりこの取り組みというのは、非常にいいのは、

地域への経済効果が出てくるというのがやはり

非常に重要なことだなと思ってます。

平成25年、ちょっと前ですけれど、これは県

が試算をされているもので、春季だけで、この

スポーツキャンプ・合宿で95億6,000万円の経済

効果、それからＰＲ効果が81億ということで試

算も出されてます。こういった経済効果を、い

かに県内全体に波及させていくかというのも大

事なことだと思いますけれど、基本的な県の考

え方を伺いたいのは、キャンプ地を見ていきま

すと、とりわけ大規模スポーツ大会、これはも

ういたし方ないんですけれど県央に集中してる

と。西階と、それからお倉ヶ浜は県北のほうに

なってますけれども、県央、県北、県南、県西、

いかにこのバランスをとっていくか、経済効果

をいかに各市町村に波及させていくかという、

このキャンプを通しての基本的な考え方、これ

を１点伺いたいと思います。

○福嶋観光推進課長 私ども、スポーツキャン

プを受け入れる際に一つ掲げてますのが、全県

化という課題でございます。今、委員がおっしゃ

られたように、いかに全県に経済効果を波及さ

せるかということで、市町村にも、今あるスポ

ーツ施設をフルに活用して受け入れをしてほし

いということで一緒に活動をしております。

実際、どうしても施設のあるところに集中せ

ざるを得ないというのと、あと宿泊所がないと

いうことで受け入れができないというところも

ありますので、隣の市町村からでも通ってこれ

るようなところがあれば受けてくださいという

ことでお願いをしたり、中央に集中しがちなも

のを、ここにもこういう施設がありますという

ことで御紹介をして、全県化を図るというよう

なことを進めているところであります。

その結果、今、26市町村のうちで、26年度に

キャンプを受け入れたところが20市町村という
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ことで、まだ６市町村は受け入れができなかっ

たということはあるんですけれども、小さいと

ころでも相撲部屋を受け入れたりとか頑張って

るとこもありますので、なるべく全県に経済効

果が及ぶように努力はしていきたいというふう

に考えております。

○右松委員 まず、さまざまなスポーツがあり

ますので、今、相撲の話も出されましたけれど

も、やはり分野を拡大して誘致をやっていただ

いて、かつキャンプ地に近い隣接の市町村にも、

先ほど言われた宿泊も含めて経済効果が及ぶよ

うに、ぜひとも、この基本的なスタンスはしっ

かりとつなげていただきたいということをお願

いいたします。

以上で終わります。

○丸山委員長 ほかにございませんか。

○井上委員 日本代表クラスのスポーツ合宿と

か大規模スポーツ大会について、合宿のことな

んですけれど、これは28年度が載ってないの

で、28年度も続けてきていただいているかどう

かというのがちょっと確認できてないところも

あるんですけれど。

教育委員会は、アスリートを育成とか、今一

生懸命やっているので、本物を見せるというこ

とは大変重要なことだと思うので、日本代表ク

ラスのスポーツ合宿というのは、もう本当に欠

かせない、うちにとっても、観光のあれからし

ても大変重要な点があると思うんです。

それで、スポーツ合宿・大会の受け入れ環境

の充実、これはもう絶対に、この項目全部がす

ごく大切なんですが、やっぱり施設の維持管理、

それがきちんとできていないと、なかなか選ん

でいただけないということになるので、それを

ぜひ丁寧にやっていただきたいと思います。全

部これを丁寧にやっていただきたいということ。

特に、芝の関係は、皆さんも御存じだと思う

けれど、２面分の種を３面にまいて、芝をだめ

にしたということがありましたよね。だから、

やっぱりきちんとその管理ができないと、本当

に代表クラスの人なんて来ないということにな

るので、そのあたりを丁寧に、今は研修したり

とかしてやっていただいているのでいいんだけ

れども。

だから、ことし学生の人たちのスポーツ受け

入れはどうなっているかとか、日本代表だけで

はないけれども、将来、代表選手になる可能性

があって、あそこの芝はいいですよっていうふ

うに言ってくれる人たちをふやさないといかん

わけだから、学生の人たちが来てくれるような

状況っていうのもつくり上げていかないといけ

ないと思うんです。だから、こういうスポーツ

合宿・大会の、特に芝のところは、今きちんと

管理をやっていただいているのかどうか、今現

状はどうなっているのか、それを訊かせてくだ

さい。でないと、本当にもったいない。本当は

来る予定だった人が来てくれてないわけだから、

ちょっともったいないと思うので、今、芝の現

状はどうなっているのか、そこを教えてくださ

い。

○福嶋観光推進課長 まさに御指摘のとおり、

芝の管理が非常に重要だということで、２ペー

ジの４の（４）に挙げているスポーツターフの

維持管理技術者育成事業というのを、昨年度初

めて実施をしたところであります。プロのサッ

カーのスタジアムを管理しているような会社、

そちらに先生になっていただきまして、県内各

地から芝を管理する方々を集めて研修をしてい

ただきました。結果、その人たちがノウハウを

身につけることで、その人たちが人材となって、

恒久的に芝の管理を続けられるというふうに考
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えております。

実際、Ｊリーグとかでも非常に芝のことを言

われますし、プロ野球もしかりです。シーガイ

アも非常にラグビーとかサッカーとかでスクエ

アワンとか評価をされているんですけれども、

やはりフェニックスのゴルフ場が持っている芝

の管理のノウハウが高く評価されていると。ま

さに、日本代表とかプロのスポーツの方々から、

すばらしいという評価をいただいているという

ことがございます。

今後とも、芝を大事にするということが他県

との差別化を図ることにもなりますので、ずっ

と力を入れていきたいというふうに考えていま

す。

○井上委員 一回評判を落とすと、もう、それっ

てずっと引きずるということになりますので、

だからやっぱり丁寧な、宮崎県内にある使える

施設については徹底的に、これは巡回指導され

ているということもあるので、それについては

私も期待しておきたいと思いますけれど。本質

的には、日本代表クラスがここに来たという実

績がない限りは、なかなか芝が本当にもとに戻っ

たということにはならないんじゃないかなって

思うぐらい、やっぱあれは非常に傷になってい

るというふうに私自身思いますので。スポーツ

環境というのは実際の当事者じゃないとわから

ない部分がいっぱいあるので、しっかりとそう

いう点を細心の注意をもって、そのあたりは丁

寧に確認をした上で誘致活動というか、それに

向かって頑張っていただきたいなというふうに

思います。

以上です。

○丸山委員長 ほかにございませんか。

○前屋敷委員 一つ、現状だけお聞きしたいん

ですけれど、スポーツ合宿で各自治体も含めて

受け入れているという状況の中で、毎年定期的

にスポーツ合宿で県内の施設を利用されている

のか、それとも単発的な合宿になっているのか、

現状だけ教えてください。

○福嶋観光推進課長 恒常的に来てくださって

いるところと、私どもが誘致で新規開拓したと

ころがございます。もちろん全体のキャパシティ

ーは限られていますので、１回で去ってしまっ

たところに、また新規のところが入ったりとい

うことにはなるんですけれども、ちょっと数的

に新規がどれだけっていうのが、今すぐは出な

いんですけれども。そういった新陳代謝もしな

がら、例えばＪリーグ、Ｊ１とかでも、もう20

年近くずっと来ていただいているところは幾つ

もありますし、アマチュアでも、大学とかで、

もうここに行くと決めて来てくださっていると

ころもあるという状況です。

○前屋敷委員 宮崎で、そういう合宿で効果が

上がったというような結果が出れば、やはり恒

常的にずっと利用されるという状況にもなりま

すので、そういった施設の維持管理も含めて、

県がそういったところにどう支援をしながら維

持管理ができるかというところも、自治体とか、

そういう施設を持っているところとの協力も大

事かなというふうに思ってますので、期待した

いと思います。

○徳重委員 スポーツ・観光は本県の大きな目

玉になると、こういうことですし、今日までた

くさんおいでいただいているんですが、熊本地

震ということで、これから熊本でキャンプその

他いろいろやってらっしゃった団体やら、いろ

いろあると思うんです。その人たちが、今度は

宮崎に行こうと思ってらっしゃる団体も相当あ

るんじゃないかなという感じがするんですが、

そういうアプローチができるか、あるいはそれ
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を受け入れられるような体制が宮崎にあるのか

どうか。各市町村をひっくるめて、宿泊施設、

その他ひっくるめて、そこら辺はどのようにお

考えなんですか。

○福嶋観光推進課長 今、具体的に、熊本で合

宿をしようと思っていて、宮崎に来たいという

ようなお話を聞いているわけではないんですけ

れども、今からそういう話が出てくる可能性は

あるというふうに考えております。その場合は、

やはり相手も困ってらっしゃるということで

しょうから、それは極力受け入れる方向で、施

設なり宿泊施設の融通はきかせたいというふう

に考えております。

○徳重委員 私は、今まで宮崎県においでいた

だいている人たちは、ぜひともそのまま継続的

にと、こう思っているんです。それにプラスア

ルファで受け入れ体制ができる可能性があるの

かどうかということをお聞きしたかったわけで

す。

○福嶋観光推進課長 １月から３月のピーク時

はなかなか、もう競技施設がほぼ満杯状態、宿

泊も満杯状態という事実がございますので、そ

の時期というのはかなり厳しいかなとは思うん

ですけれども、それ以外の時期でしたら、まだ

余裕はあると思いますので、個別の相談に前向

きに応じてまいりたいというふうに考えていま

す。

○丸山委員長 ほかにございませんか。

○右松委員 ３ページの記紀編さん記念事業な

んですけれど、これは、ついにあと残り４年と

いうことになって、６年前にこれが立てられた

ときに非常に期待をして、一般質問でも相当取

り上げられました。私自身も、とりわけ島根県

の神話博とも比較をさせていただきながら、本

県の取り組みを伺ったところであります。

誘客に結びつける、ここに持っていかなけれ

ばいけないわけです。きょうは、この事業にお

ける誘客効果、経済効果については、もう問い

ません。

ただ一点だけ、やはり突破口として、もう残

り４年になってきた段階で、これは知事みずか

らがアピールしてもらう。やはり、ここしか

─今まで取り組みをやられたことに関しては

敬意を表してます。かつ、やはり本当にこの記

紀編さんを総仕上げとして、残り４年間、きっ

ちりと成果を出してもらうんであれば、トップ

みずからが乗り出していかないと、どれだけの

経済効果が出てきたかっていうのは、当初の大

きな規模と比較をしたときにどうかなというふ

うなところがあるわけであります。

今後の方針として、残り４年間ですけれども、

オリンピックも絡めて、国際的な誘客も含めて、

どう総仕上げされていかれるのか。もう総論で

いいです。知事の出番も含めて、どのように県

として考えておられるのか、基本的なスタンス

を伺います。

○米良記紀編さん記念事業推進室長 記紀編さ

ん事業の今後の展開ということでございますが、

委員のおっしゃるとおり、今、県外に向けてと

いうことであると認知度を上げるというような

ことで取り組んでおりますけれども、それをい

かに誘客に結びつけるかというのが非常に大事

であろうというふうに思っております。県外で

のシンポジウムであるとか講座、神楽の公演、

いろいろなイベントでのＰＲ等々、いろいろこ

れまでも行ってきておりますけれども、特に知

事にも折を見て参加をいただきまして、知事み

ずからプレゼンテーションを行う場面というの

も年に何度かやっておりますし、今後ともそう

いったことには力を入れていきたいと思ってお
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ります。

もちろん、今現在、2020年オリンピックでの

天岩戸開きの再現というような要望活動等も

行っておりますので、そういった取り組みの中

で、全国に向けて、あるいは国、関係機関等に

向けてプッシュをしていきたいというふうに

思っております。

以上でございます。

○右松委員 県の取り組みに関しては、私もしっ

かりとそれは認めておりますし、先ほど言われ

ましたオリンピックの開会式で、ぜひとも天岩

戸のオープニングをやってもらうとすごく発信

力があるのかなと思っていますので、成功に結

びつけていただきたいというふうに思ってます。

いずれにしても、10年間という中でスタート

して、残り４年という中で、どこに集大成を持っ

ていくのか。最終的には、誘客も含めて、やは

り経済効果、その辺の締めの段階ですので、最

後の目標設定も含めて、ぜひとも全力で取り組

んでいただきますようお願いいたします。

○日高副委員長 ターフについてですが、人工

芝で、木の花ドームもそろそろ限界が来てるか

なと。投内連係とかするときに腰にくるように

なってしまって、固くなったということですね。

３塁側もへこんで、バントすると切れていくよ

うな状況で、もうこれはちょっとやばいなとい

う状況があることだけは伝えておきます。

それと、部長はきのう、東京へ陳情に行かれ

たんですよね。ナショナルトレーニングセンタ

ー競技別強化拠点施設の指定を要望したという

ふうに新聞に出ていたので、その辺はどういう

ふうな回答があったのかというのと、もう一つ

が、大規模スポーツ大会開催ということで、何

年か前、プロ野球の１軍の公式戦があったです

よね。１軍の公式戦をサンマリンで開催しまし

たよね。それ以降はないので、ＮＰＢについて

公式戦の開催を要望されておるのかというとこ

ろです。その２つ、ちょっと。

○中田商工観光労働部長 きのう、知事ととも

にお願いに行ってまいりました。ナショナルト

レセンの屋外型について、県のほうで、シーガ

イアと一緒になって要望しておりますけれども、

それに対して具体的にどうだという回答はもち

ろんござませんけれども、これはもう今回だけ

ではなくてずっとやってきているんですけれど、

しっかりとお願いしたいという気持ちをお伝え

をしたところでございます。もちろん、それに

対していいとか悪いとか、そういう反応という

のは、きのうの段階ではなかった状況です。

○福嶋観光推進課長 公式戦の開催についての

要望ですけれども、県としては要望していない

んですけれども、宮崎市のほうが、市制10周年

の区切りごとに公式戦の開催を要望していると

いうふうに伺っております。

○武田観光経済交流局長 あわせて、プロ野球

に関しますと、ＷＢＣが今年度、一応予定をさ

れておりまして、そういったキャンプの誘致と

いうことで、これは日本野球機構のほうにあわ

せて要望をしているところでございます。

○日高副委員長 公式戦は、パ・リーグのソフ

トバンクホークスは、福岡に自前の球場をつくっ

ちゃったんですよね。秋キャンプも自前のとこ

ろでやろうかなという話も、でも秋は来てくれ

たわけですよね。そういうのもちょっとあった

りして、来ることもですけれど、維持すること

もちょっと考えていかなくちゃいけないのか

なって。やっぱりそこら辺は公式戦を、常に要

望しておくことも県としては必要じゃないかな

というふうに思います。宮崎市ばっかりに頼ら

ないで、県もやったほうがいいかなというふう
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に思っております。

○武田観光経済交流局長 今、委員が言われま

したように、確かにキャンプだけではなくて、

公式戦というのは一つの大きなステータスには

なるのかなというふうに思いますので。今、課

長から話がありましたように、宮崎市が定期的

に要望しておりますので、ぜひ県も一緒になっ

てそういったところでの協力なり、あわせて要

望活動をしていきたいというふうに思っており

ます。

○丸山委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 ないようですので、これで終わ

りたいと思います。執行部の皆さん、大変お疲

れさまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時57分休憩

午前11時58分再開

○丸山委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

先ほどに引き続き、協議事項に移りたいと思

います。

協議事項（４）の次回の委員会についてであ

ります。

先ほど協議いたしました調査事項を踏まえま

して、次回での執行部への説明資料要求等、何

かありましたら御意見を賜りたいというふうに

思っております。

暫時休憩いたします。

午前11時58分休憩

午後０時５分再開

○丸山委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

次回の委員会につきましては、正副委員長に

御一任でよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 ありがとうございます。そのよ

うにさせていただきます。

最後になりますが、協議事項（５）のその他

で何かございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 なければ、以上で委員会を終わ

りますが、次回の委員会は６月定例会中の６月20

日午前10時からを予定しております。よろしく

お願いいたします。

それでは、以上で本日の委員会を終了します。

お疲れさまでした。

午後０時６分閉会


